
国公立大学 前期日程試験 

２月 25 日（日）から国公立大学の前期日程試験が実

施され、本校59期生も、237名が出願し、鹿児島大学に

は最多の137名が出願しました。以下に、受験に臨む生

徒たちのコメントを紹介します。 

・文化を広く学び、中学校の先生になりたい。 

・地域医療に貢献できる人材になりたい。 

・英語で７割しっかり取りたい。 

試験に不安を抱く生徒もいましたが、明確な目標をし

っかりと見据えながら覚悟を決めて本番に臨みました。

また、先だって実施された、総合型選抜や学校推薦型選

抜を受験した生徒コメントも紹介します。 

・親身の指導に応えられて良かった。 

・当日は周りを見渡しても緊張しなかった。 

感謝を忘れず、謙虚に自己を見つめることができてい

ます。メンタルの強さもうかがえます。後輩の皆さんも、

ぜひ見習ってください。なお、総合型・学校推薦型選抜

によって、現在31名が国公立大学に合格しています。私

立大学も、早稲田大学や上智大学、青山学院大学などに

合格しています。 

国公立大学の前期日程の合格発表は３月１日（金）以

降、順次行われます。吉報を待ちたいと思います。また、

２月26日（月）から、すでに中期・後期日程試験に向け

た準備が始まっています。卒業式という一つの区切りが

ありますが、引き続きそれぞれの進路目標に向かって頑

張ってください。 

 

進級に向けた準備を ～ 60・61期生 ～ 

学年末考査が終わりましたが、ここからが大切な期間

です。３月の登校日は、10日間しかありません。その内、

フルで授業が実施されるのは５日間だけです。 

この期間は、「成績が低迷する」人が増加しがちです。

これは過去の模擬試験成績データを見ても明らかです。

また、この時期は「２年０学期」「３年０学期」とも呼ば

れます。主体的に学習に励み、今年度の学習内容の定着

度を確認しましょう。特に60期生は６月以降、部活動を

終える生徒が増えます。部活動に充てていた時間をその

まま学習時間へと切り替えるためには、主体性が欠かせ

ません。今年度中に主体的な学習に取り組む習慣を身に

付け、６月以降の自分に生かしましょう。 

 ところで、受験の実感がまだ強くない生徒もいると思

います。そこで提案したいことは、「数値目標」の設定で

す。模試の結果を踏まえて、「いつまでに」「どの分野で」

「何点」伸ばすのかを設定することはもちろん、「数学を

30問、自宅学習期間中に解く」といった目標も設定して

みましょう。具体的な目標設定として、学部学科を決定

することも重要です。受験科目を知り、重点的に学習し

て新学年に備えてください。 

 

「大学入学共通テスト」情報 

まずは、令和7年度共通テストについて確認しましょ

う。「or」としているのは、１科目受験か２科目受験の区

別があることを示しています。 

 教科 時間・点 

一

日

目 

地歴 

公民 

60分 or 130分（解答時間は120分） 

（『地総/歴総/公共』を選択するときの、

もう１科目の選択に注意。） 

国語 90分 

（「近代以降」110点、「古典」90点） 

英語Ｒ 80分 

英語Ｌ 60分（解答時間は30分） 

終了 18:20（Ｒ６年より10分遅くなる予定） 

二

日

目 

理科 60分 or 60分×２ 

（「基礎科目」は２科目で１科目扱い） 

数学① 70分「数学Ⅰ」「数学ⅠＡ」 

数学② 70分「数学ⅡＢＣ」 

情報 60分 

終了 18:00（Ｒ６年より10分遅くなる予定） 

 初日は文系型（地歴公２科目）受験者の、２日目は理

系型（理科２科目）受験者の試験時間が長くなっていま

す。集中力のスタミナについて、普段から意識して学習

に取り組みましょう。 

 新課程共通テストの試作問題が公開されています。例

えば英語は、長文の語彙数が約 1300 語と多くなってい

ます。国語は図やグラフを読み取る問題への対応が必要

です。スピードや思考の切り替えが求められます。 

新課程入試で重視されるのは、知識・技能や思考力・

判断力・表現力です。これらを高め、「圧倒的な基礎力」

を身に付けてください。そして、「読む速さ」「理解する

速さ」「考察する速さ」を意識し、日々の学習に取り組ん

でください。 

  ～自主 好学 敬愛～ 

  発行：進路指導部企画運営係<令和６年２月２８日>

 

 

 



2024年wishリスト、書いてみない？ 

1年 8組 副担任 倉津 郁美 

 

 2024年を迎えてから、もう 2ヶ月が過ぎようとしています。早いですね。この 2ヶ月充実していました

か？私の答えは「YES！！」です。まだ 2月なのね、と思うくらい、既に 2024年の思い出がたくさんでき

ています。残りの 10ヶ月も 1秒たりとも無駄にしたくありませんね。 

 私は毎年、その年のwishリスト 100を手帳に書いています。100に到達しない年もありますが、気がつ

けば 100を超えている年もあります。書いたリストは、暇なときに見たり、仕事の予定を書いているときに、

目につくので、結構頻繁に見ています。そうすると、叶っていくんですね！不思議！！ 

私のリストの書き方は、「行きたい場所」「健康」「勉強」「家族」「仕事」「会いたい人」に分けていて、思い

ついたときに、手帳に書き込みます。期限があれば期限も一緒に。そして達成するたびにリストを消していき

ます。やりたいことをただやっているだけなのに、リストが消えると、ちょっとした達成感があります。私や

るやん！みたいに。今回は私の 2023のリストとその反省を紹介します。 

◇行きたい場所編 

・叶った場所→オーストラリア。３月にオーストラリアに行き、念願の 5大陸制覇を果たしました。コロナ禍

で大好きな旅行に行けなくなり、5大陸制覇も諦めかけていたので感無量でした！オーストラリアの大自然に

心癒やされ、新学期から頑張るぞー！とやる気をチャージして日本に帰国しました。 

・叶わなかった場所→カナダ・イエローナイフ。ずっとオーロラを見に行きたいと思ってチケットやホテルを

見ていましたが、予算オーバーでした。いつか必ず見に行きます！！ 

・予想外だった場所→フィリピン・セブ島。行く予定はありませんでしたが、鹿児島空港から香港便が復活し

たおかげで、行くことができました。そしてこのフィリピンが記念すべき 20カ国目となりました。セブ島は

リゾート地ですが、住民の生活は今でも貧しいです。コンビニから外に出るときに、小学校低学年くらいの男

の子がドアを開けてくれました。そして「チップ」と言ってきました。小さな子どもでも、生活するために、

自分で仕事を考えてお金を稼いでいる姿を見て、改めて今の日本がどんなに恵まれているか、教育がどれほど

大切かを改めて考えさせられました。 

◇勉強編 

・資産運用→昨年から日本では家庭科の授業で高校生に資産運用について教えることになりました。私自身が

資産運用をしていなかったので、2023年の 1年間で 18の講座を受け、6人のファイナンシャルプランナー

の方と会いました。自信を持って授業で話せるようになるまでに、これだけの時間がかかりましたが、資産運

用だけでなく保険についても以前より詳しくなり、お金や病気に対しての不安が少なくなったので、時間をか

けて勉強して良かったと思っています。 

・ライフハック→特にマイルやポイント還元について勉強しました。毎年納める税金をどの方法で支払うとお

得か、どのカードを使うとマイルを貯めやすいかを勉強しました。今の世の中には情報が溢れていますが、勉

強しないと知らないことばかりです。逆に言えば、勉強した人だけが得をします。勉強は決して無駄ではあり

ません。私は今年の夏に両親をハワイ旅行に連れて行く予定です。これは 2024のリストの 1つですが、飛行

機とホテルは貯めたマイルとポイントを使うので実質０円です。レンタカーと食事代も０円になる予定です。

勉強した成果で両親にハワイ旅行がプレゼントできるので、勉強して良かったと思っています。 

 私は、健康な体とやる気さえあれば、大抵のことは何でもできると思っています。本気でマチュピチュに行

きたいと思えば地球の裏側にだって行けます。しかも勉強すれば、安くで行けることだってあります。こうな

ってくると、勉強したくてたまらなくなってくるくらいです。 

2年生になる節目のこの時期に、みなさんも今年のwishリストを書いてみませんか。心をワクワクさせなが

ら。そして手帳を開いてはニヤニヤする充実した 1年にしましょう。みんなにできないことはないよ！ 



２年１組 担任 鶴田 真之 

 

 学年末考査も終わり、新年度のスタートまでいよいよ２か月を切りました。

２か月後の今頃はもう３年生。中玉戦や最後の県大会等に向け、熱くそして忙

しなく学校生活を送っている姿を想像できます。最高学年への進級に戸惑いや

緊張を感じている人もいるかもしれません。これから勉強漬けになりそうな１

年に、うんざりしそうな人もいるかもしれません。でも、この１年の間に自分

の目標に向けひたすら努力を重ねたら、自分が思い描く進路にぐっと近づくこ

とができます。そんな君たちに以前聞いた話を少し紹介したいと思います。 

 今日の自分の力を「１」とします。その翌日から前日の力の１％分上乗せし

て努力を重ねていくものとします。その１％の努力が積算され、翌日の自分の

力になっていくものと仮定し、力を数値化してみます。 

 

  明日の力       今日の力１ × １．０１ ＝ １．０１ 

  明後日の力   前日の力１．０１ × １．０１ ＝ １．０２０１ 

 数字が細かくなるので、ここからは有効数字３桁で算出します。 

  ３日後の力   前日の力１．０２ × １．０１ ＝ １．０３ 

  ７日後の力  ６日目の力１．０６ × １．０１ ＝ １．０７ 

  １か月（３０日）後   １．３３ × １．０１ ＝ １．３５ 

  ３か月（９０日）後   ２．４２ × １．０１ ＝ ２．４５ 

  

 これを君たちが目にするのが共通テスト３００日前だとすると、今日から２

９９日後には力が２６．４になっているはずのですので、共通テスト当日の力

は、 

 

２９９日目の力 ２６．４ × １．０１ ＝ ２６．７（!!） 

 

に増強される計算になります。これはあくまでも計算上の数値なので、ここま

で力を蓄えるには相当のメンタルと体力が必要でしょうし、現実的にあり得な

いでしょう。ただ、気付いてほしいのは毎日コツコツやることで少しずつです

が実力は付いてくる、それが自分の強さや自信につながるということです。ま

だ全く力を発揮できない、どうしたらいいのだろうと焦りを感じている人は、

今よりほんの少し努力を上乗せしてみたらどうでしょうか？時には疲れること

もあります。そのときは現状維持で構わない。また次の日からリスタートすれ

ばいいのです。先日の全校朝礼で校長先生が、いろいろな準備は早め早めに越

したことはないとお話ししてくださいました。４月からいいスタートが切れる

よう、この３月は有意義な時間を過ごせるよう切に願っています。 

 


